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図 5(C)車間距離と､それから決まる速度の平面での一
台の車の軌臥 密度以外の条励 ま図5(a)と同じで
ある亡.全体の車の密度はp=0.20であるO
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キ過程による境界である｡また上の直線は､この平
面で直線である穏やかな減速過程の写像 G(△ati,vf)
の傾きがゼロになる極限と一致している｡この二つ
の直線の交点の右下に見える軌跡は､基本的には反
時計まわりにまわっており､これは､徐々に加速し
てきて､穏やかな減速過程の傾きゼロの極限の線に
そって減速し､急ブレーキで速度が遅くなる過程を
示している｡図 5(b)は､密度p-0.30に対応して
いる｡この密度では､穏やかな減速過程の極限の線
は見られない｡これは､車の数が多く､その境界まで
加速できないためである｡これも図5(a)と同じよう
に基本的には反時計まわりにまわっている｡図 5(C)
は､密度 p-0.20に対応する図である｡ここでは､
急ブレーキ過程の直線､穏やかな減速過程の傾きゼ
ロの極限の直線の他に､右下に自由走行による等加
速を表す直線が､あらわれてきている｡この直線と
穏やかな減速過程の傾きゼロの極限の直線との交点
付近に､自由走行におけるカオス的揺らぎが現れて
いる｡
5 まとめ､今後の課題
この研究では､一次元の交通流を結合写像の概念
を用いたモデル化を提案した｡このモデルは従来の
伝統的な追従モデルと比較して､一台の車の揺らぎ
を採り入れていること､時間を雑散的にしたために
車の衝突が完全に防げるということ､などの点で有
利である｡また､局所的な基本図では実際の交通流
で観測されている結果を非常に良く再現しているよ
うに見える｡時空間のトラジェクトリにおいても､
ハード渋滞や負の群速度を持つソフト渋滞､低密度
における群形成など実際の観測で見られているよう
な結果を再現した｡特に､トラジェクトリで渋滞相か
ら抜け出ていく車の運動が良く再現できているよう
に見える｡ しかし､渋滞相に加わろうとしている車
の運動はあまりよくない｡これは､減速過程に少し
問題があり､モデルBにおいても､減速が急過ぎる
ためである｡この減速過程の改善は今取り組んでい
る最中である｡また､モデルは多くのパラメーター
を含んでいるもこれらを第-原理から決定すること
は困難である｡しかし同時にパラメーターをいろい
ろとることにより､さまざまな状況を生み出すこと
ができるので､この状況はモデルの持つ柔軟性を表
している｡カオスの生み出す効果も含めたモデルの
詳細な研究は現在行なっている｡
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